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問　
適
正
な
学
級
数
を
上
回

る
大
久
保
地
区
周
辺
の
過

大
規
模
校
へ
の
対
応
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
本
市
は
、
子
育
て
世
代

の
人
口
増
が
続
い
て
お
り
、

山
手
小
学
校
と
大
久
保
小

学
校
が
過
大
規
模
校
に
該

当
し
て
い
る
。

　
　
必
要
に
応
じ
て
仮
設
校

舎
を
建
設
し
て
い
る
が
、
運

動
場
が
狭
く
な
る
な
ど
の

懸
念
も
あ
り
、
急
激
な
児

童
数
の
増
加
が
続
く
大
久

保
小
学
校
区
で
は
、
平
成

28
年
に
校
区
変
更
を
実
施

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
以
下
特
養
）
を
計
画
的

に
整
備
し
な
い
か
。

答　
特
養
に
つ
い
て
は
、
昨

年
４
月
時
点
で
１
８
１
人

が
在
宅
で
入
所
を
待
っ
て

い
る
。
市
も
整
備
の
必
要

性
は
認
識
し
て
お
り
、
令

和
３
年
度
か
ら
５
年
度
ま

で
の
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
定
め
る
広
域
型

特
養
１
施
設
90
床
、
地
域

密
着
型
特
養
２
施
設
58
床

の
計
１
４
８
床
の
整
備
を

進
め
る
た
め
、
建
築
費
の

問　
乳
幼
児
期
に
お
け
る
発

達
障
害
児
へ
の
支
援
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
聞
く
。

答　
近
年
、
子
ど
も
の
発
達

の
遅
れ
等
の
悩
み
を
抱
え

る
保
護
者
は
多
く
、
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
乳
幼

児
期
の
相
談
が
、
令
和
３

年
度
は
３
１
８
件
と
５
年

間
で
約
２・
８
倍
に
増
加

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
年
７
月
か
ら
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
を
市
役
所
北
庁

舎
に
移
転
し
、
機
能
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
移
転

前
の
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
あ

か
し
西
で
も
引
き
続
き
出

張
相
談
を
実
施
す
る
。

　
　
発
達
障
害
児
の
成
長
発

問　
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

の
現
状
を
聞
く
。

答　
本
市
の
生
活
再
建
支
援

担
当
窓
口
で
の
生
活
困
窮

者
の
相
談
は
、
令
和
３
年

度
に
１
０
５
６
件
、
コ
ロ

ナ
前
と
比
較
す
る
と
５
倍

以
上
増
加
し
、
生
活
保
護

の
相
談
も
１
割
以
上
増
加

し
て
い
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
支
援
策
と

し
て
、
離
職
・
失
職
者
に

家
賃
相
当
額
を
支
給
す
る

住
居
確
保
給
付
金
や
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
貸

し
付
け
が
上
限
に
達
し
た

人
に
最
大
10
万
円
を
３
カ

月
支
給
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
の
支
給

な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

　
　
現
在
は
、
住
民
税
の
非

課
税
世
帯
等
に
10
万
円
を

給
付
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に

対
す
る
国
の
総
合
支
援
策

と
し
て
、
４
年
度
か
ら
新

た
に
住
民
税
が
非
課
税
と

な
っ
た
世
帯
も
対
象
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
支

給
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
る
。

達
に
は
、
早
期
か
ら
の
保

護
者
支
援
が
重
要
で
あ
り
、

子
ど
も
へ
の
理
解
や
家
庭

で
の
か
か
わ
り
方
を
グ
ル

ー
プ
で
学
ぶ
ペ
ア
レ
ン
ト
・

補
助
や
市
有
地
の
活
用
な

ど
に
よ
り
実
現
に
努
め
て

い
る
。
昨
年
秋
に
は
、
旧

魚
住
清
掃
工
場
跡
地
で
の

施
設
整
備
に
向
け
て
、
事

業
者
を
公
募
し
た
が
、
福

祉
人
材
の
不
足
に
加
え
、

建
築
資
材
の
価
格
急
騰
な

ど
の
要
因
が
重
な
り
、
決

定
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
今
後
は
、
市
有
地
活
用

の
募
集
要
件
を
見
直
す
と

と
も
に
、
福
祉
人
材
の
確

保
・
定
着
の
た
め
、
市
単

独
の
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催

す
る
ほ
か
、
将
来
の
福
祉

人
材
を
育
成
・
確
保
す
る

た
め
、
明
石
商
業
高
校
に

福
祉
科
を
創
設
す
る
準
備

を
進
め
て
い
く
。

問　
公
立
中
学
校
等
の
運
動

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
部
活
動
は
、
学
習
意
欲

の
向
上
や
責
任
感
、
連
帯

感
の
育
成
等
に
資
す
る
も

の
と
し
て
、
学
校
教
育
の

一
環
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
一
方
、
法
令
上
は

教
員
が
担
う
必
要
の
な
い

業
務
で
あ
り
、
長
時
間
勤

務
の
要
因
や
指
導
経
験
の

な
い
教
員
へ
の
多
大
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
た
支

援
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
令
和
４
年
度
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は

約
８
億
６
千
万
円
で
、
昨

年
度
分
を
合
わ
せ
る
と
、

現
時
点
で
活
用
可
能
な
金

額
は
約
11
億
４
千
万
円
で

あ
る
。
そ
の
活
用
に
つ
い

て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、

世
界
情
勢
に
起
因
し
た
物

価
高
騰
に
直
面
す
る
市
民

生
活
や
事
業
活
動
を
支
援

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ま
ず
、
市
民
・
事
業
者

全
体
に
広
く
効
果
が
及
ぶ

支
援
と
し
て
、
昨
年
度
に

続
き
市
民
全
員
・
飲
食
店

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
す

る
。
全
て
の
市
民
に
市
内

の
飲
食
店
、
日
用
品
店
、

タ
ク
シ
ー
等
で
利
用
で
き

る
１
人
当
た
り
３
千
円
の

サ
ポ
ー
ト
券
を
秋
頃
に
配

布
す
る
予
定
だ
。

　
　
ま
た
、
学
校
給
食
に
つ

い
て
は
、
物
価
高
騰
に
伴

い
食
材
費
が
急
激
に
上
昇

し
て
い
る
が
、
価
格
の
上

昇
分
に
つ
い
て
、
保
護
者

に
新
た
な
負
担
を
求
め
ず
、

交
付
金
を
活
用
し
て
市
が

負
担
す
る
。

　
　
本
市
で
は
、
持
続
可
能

な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
構
築

と
教
員
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
学
識
経
験
者
や

学
校
関
係
者
、ス
ポ
ー
ツ・

文
化
団
体
代
表
者
、
保
護

者
等
で
構
成
す
る
部
活
動

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
休
日
部
活
動
の

段
階
的
な
地
域
移
行
を
議

論
し
て
き
た
。

　
　
国
が
令
和
５
年
度
か
ら

の
３
年
間
を
改
革
集
中
期

間
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
関
係
部
局
や
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
団
体
、
保
護

者
代
表
と
意
見
交
換
を
行

い
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
等
も

踏
ま
え
地
域
移
行
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年

度
に
開
設
し
た
高
丘
小
中

一
貫
教
育
校
は
、
市
内
全

域
か
ら
通
学
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
の
対
応
を
行

	

っ
て
き
た
。

　
　
過
大
規
模
校
の
解
消
に

向
け
て
は
、
中
長
期
的
な

視
点
で
人
口
動
態
や
学
級

数
の
増
加
状
況
を
注
視
し
、

適
時
適
切
な
施
策
を
講
じ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。引
き
続
き
、

学
識
経
験
者
や
連
合
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
、
連
合
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
構
成
す
る
明
石
市

通
学
区
域
審
議
会
を
活
用
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児童数の増加が続く大久保小学校

７月から北庁舎が相談拠点に

子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
相
談
が
増
加

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
移
転
し
機
能
強
化

市民生活や事業活動の支援へ
国のコロナ交付金を活用

サポート券配布と給食費負担

適正な学級数を上回る
過大規模校の解消

中長期的な視点で対応

中
学
校
の
部
活
動

　
地
域
移
行
を
進
め

　
教
員
の
負
担
軽
減

長
び
く
コ
ロ
ナ
禍

生
活
困
窮
の
相
談
増
加

　
　
　
支
援
の
現
状
は

▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

○
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
す
る
た
め
の
２
０
２
３
年
度
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
請
願

　
意
見
書
１
件
を
可
決
し
、
政
府
・
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

○
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を

　
国
に
お
い
て
は
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、

次
の
事
項
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
　
中
学
校
・
高
校
で
の
35
人
学
級
の
早
急
な
実
施
と
、

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

２
　
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正
を
実
現
す

る
た
め
、
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、

着
実
な
教
職
員
の
配
置
に
向
け
、
関
係
各
所
と
連
携
し

て
人
財
確
保
に
つ
と
め
る
こ
と
。

３
　
自
治
体
で
国
の
標
準
を
下
回
る
「
学
級
編
制
基
準
の

弾
力
的
運
用
」
の
実
施
が
で
き
る
よ
う
加
配
の
削
減
は

行
わ
な
い
こ
と
。

４
　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た

め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
堅
持

す
る
こ
と
。

令和３年度の政務活動費
収支報告書・領収書等が閲覧できます

　公文書公開請求をしなくても政務活動費の収支報告書・
領収書等の閲覧ができます。
　令和３年度分（令和３年４月～４年３月）が新たに閲覧
の対象となります。
　なお、閲覧できるのは平成29年４月分からです。

閲覧開始日
　８月１日（月）
閲覧時間
　午前８時55分～午後５時40分（閉庁日を除く）
閲覧場所・問い合わせ先
　議会局総務課（市役所議会棟３階）
　TEL：911-2600  FAX：918-5112
　メール：gikai@city.akashi.lg.jp

し
、
丁
寧
に
議
論
し
て
い

き
た
い
。

特
養
の
整
備

市
有
地
の
活
用
や

人
材
確
保
進
め
る
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者

同
士
が
つ
な
が
り
、
孤

立
感
の
軽
減
や
親
子
関

係
の
改
善
、
心
理
的
安

定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
今
後
も
発
達
障
害
児

や
家
族
へ
の
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
、
関
係

各
課
や
学
校
、
保
育
施

設
等
と
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
。

泉
市
長
の
本
会
議
に
お
け
る不適

切
発
言
に
つ
い
て

　
６
月
20
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
泉
市
長
か
ら
、
16
日
の

三
好
議
員
、
17
日
の
灰
野
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
に
対
す
る

答
弁
の
中
で
、一
部
不
適
切
な
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、

お
わ
び
す
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。


